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 太陽光発電のパネルを取り付けようとして、屋根に穴が開いて雨漏りするトラブ

ルが相次いでいる。地球温暖化対策に取り組む政府の後押しでパネルの売れ行

きは激増。一方で、パネルの取り付け業者の育成が間に合わず、ずさんな工事も

横行しているためだ。国土交通省は、パネル設置に検査機関が目を光らす仕組

みづくりに乗り出す。  

■異業種からの参入も急増  

 「太陽光パネルを取り付けたら、子ども部屋で雨漏りするようになった。販売代

理店は倒産し、パネルメーカーからは建物には責任は負えないと言われた」「雨

漏りするので業者に見てもらったら、屋根の防水シートが破れていた」――。欠陥

住宅の相談を受ける財団法人・住宅リフォーム・紛争処理支援センターには今年

度、太陽光発電に絡む相談が６４件寄せられた。昨年度までは太陽光発電に関する相談は、ほとんどなかった。今年度分では

施工ミスが原因とみられるトラブルが目立つという。  

 昨年１０月から新築住宅の売り主には、欠陥に備えた保険への加入が義務づけられた。住宅保険を運営する六つの法人へも

「パネルを設置したら雨漏りするようになった。保険は適用されるのか」などの問い合わせが急増。日本住宅保証検査機構に

は、今年度、太陽光発電絡みの相談が約４０件、寄せられたという。  

 屋根には雨水が建物にしみこまないように防水シートが敷かれている。パネルは屋根を斜めに支える垂木に固定させること

が多いが、知識や経験の乏しい業者が垂木の位置を確認せずにクギを打ち込んで、シートを破る例もあるという。国交省の担

当者は「設置から２、３年たって雨漏りが始まった例もある。表面化していない同種のトラブルはかなりあると推測される」と話

す。  

 

太陽光パネルの設置研修を受ける受講生たち＝埼

玉県川口市の太陽光発電工事専門校の研修所
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